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世
界
文
化
遺
産
登
！録
は
富
士
山
を

次
世
代
に
伝
え
る
た
め
の
！取
組
で
す
！

つ
れ
Ａ
フ
年
も
本
格
的
な
夏
山
シ
ー
ズ
ン
を

人
を
超
え
、
平
蔵
元
年
以
降
で
は
最
高
を

一士
山
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
表
れ
だ
と
思

ぶ
る
富
士
山
山
体
の
環
境
悪
化
も
懸
念
さ

目
指
し
て
い
る
富
士
山
に
と
っ
て
、
避
け
て

通
る
こ
と
が
で
き
な
い
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
静
岡
・山
梨
両
県
や
関
係

市
町
村
で
は
、
宮
田
士
山
の
価
値
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
活
動
を
展
開
す
る
と
と
も

に
、
富
士
山
の
自
然
や
文
化
的
景
観
を
保
全
す
る
た
め
の
計
画
も
策
定
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

人
類
の
財
産
で
あ
る
冒
ヨ
士
出
』
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
。
ウ」
の
夏
、
富
士
山
を
訪
れ
る
際
に
は
皆
さ
ん
も
是
非
、
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

と
浅
間
信
仰
』

十岡
県
学
術
委
員
会
委
員
　
建
部
　
恭
宣
）

編
の
紹
介
」

冨
士
浅
間
神
社
と
須
走
回
登
山
道
』

）て
～
今
年
度
実
施
事
業
の
紹
介
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富
士
山
本
宮
浅
問
大
社

会
畠
士
宮
市
）
の
本
殿

は
、
「浅
間
造
」
と
称
さ
れ
、

重
層

全
一階
建
）

と
い
う
他
に
類
を
見
な
い
特
異
な
姿
か
ら
、
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
本
殿
を

初
め
と
す
る
幣
殿

・
拝
殿
な
ど
、
現
存
す
る
各

社
殿
は
、
慶
長
９

（１
６
０
４
）
年
徳
川
家
康
に

よ

っ
て
造
営
さ
れ
、
同
■
年
に
は
遷
宮
が
行
わ

れ
た
。

本
殿
の
下
層
は
、
桁
行
五
間
、
梁
間
四
間
、

寄
棟
造
、
桧
皮
葺
。
上
層
は
、
三
問
社
流
造
、

桧
皮
葺
で
、
内
部
前
方
を
外
陣
、
後
方
を
内
陣

と
し
、
内
陣
の
中
央
間
の
み
両
開
き
の
板
唐
戸

を
建
て
る
。
向
拝
に
は
浜
床
が
張
ら
れ
、
木
階

を
備
え
た
査
り
高
欄
に
作
る
。

浅
間
大
社
は
、
全
国
の
浅
間
神
社
の
総
本
宮

と
し
て
も
知
ら
れ
、
そ
の
数
は
１
３
０
０
余
社

と
言
わ
れ
て
い
る
。

『
浅
間
神
社
の
歴
史
』
（昭

和
４
年
）
に
よ
る
と
、
「総
計

一
千
三
百
十
七
社

を
数
ふ
」
と
あ
り
、
当
時
の
数
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
必
ず
し
も
独
立
し
た
神
社
ば
か
り
で

は
な
く
、
摂
社
や
末
社
な
ど
の
境
内
社
も
含
ま

れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
い
か
に
多
く
の

浅
間
信
仰
に
支
え
ら
れ
て
い
た
か
、
と
い
う
こ

と
が
容
易
に
理
解
さ
れ
よ
う
。

衆
知
の
よ
う
に
、
浅
間
神
社
は
、
宮
上
山
頂

に
鎮
座
す
る

「木
花
開
耶
姫
命
」
を
祭
神
と
し

て
祀
る
社
で
あ
る
。
『
ふ
る
さ
と
静
岡
県
文
化
財

写
真
集
　
第
１
巻

建
造
物
編
』
（平
成
３
年
）
の

浅
間
大
社
本
殿
の
解
説
に
は
、

三
階
神
座
の
背
面
に
も
扉
が
あ
り
、
開
け
ば

拝
殿
か
ら
本
殿
二
階
の
空
間
部
分
に
直
接
富

士
山
を
拝
む
こ
と
が
出
来
る
よ
う
工
夫
さ
れ

た
、
浅
間
造

（せ
ん
げ
ん
づ
く
り
）
と
よ
ば
れ

る
特
殊
な
神
社
建
築
様
式
で
あ
る
。

と
記
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
三
階
背
面
に
は
扉

が
無
く
、
下
層
背
面
中
央
に
開
か
れ
た
板
唐
戸

の
こ
と
を
間
違
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た

が

っ
て
、

「直
接
富
士
山
を
拝
む
こ
と
」
は
不

可
能
で
あ
る
。
た
と
え
下
層
背
面
の
板
唐
戸
を

開
い
た
と
し
て
も
、
前
面
の
蔀
戸
（し
と
み
ど
）

を
上
げ
て
開
放
し
な
け
れ
ば
視
線
は
通
ら
ず
、

さ
ら
に
拝
殿
か
ら
で
は
ほ
ぼ
水
平
の
仰
角
と
な

る
の
で
、
無
理
で
あ
る
。
加
え
て
、
浅
間
大
社

の
本
殿

・
幣
殿

・
拝
殿
の
中
央
を
結
ぶ
軸
線
は

正
南
北
線
上
に
あ
る
が
、
こ
の
位
置
か
ら
富
士

山
の
方
向
は
約
３５
度
束

へ
振
れ
て
お
り
、
方
角

の
点
か
ら
も
扉
を
通
し
て
直
接
富
士
山
を
拝
む

こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
、　
一‐現
れ
で
は
本
が
茂
っ
て
見
え
な
い
が
、

本
殿
下
層
背
面
の
扉
を
開
け
る
と
富
士
山
が
見

え
る
」
と
い
う
言
い
伝
え
が
神
社
側
に
残
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
前
述
の
よ
う
に
、
富
士
山
は

浅
間
大
社
か
ら
略
北
東
の
方
角
に
位
置
し
て
い

る
の
で
、
樹
木
が
生
い
茂

っ
て
い
な
く
て
も
、

下
層
背
面
の
扉
か
ら
富
士
山
が
見
え
る
わ
け
で

は
な
い
。
何
改
こ
の
よ
う
な
誤
り
が
生
じ
た
の

か
不
思
議
で
あ
る
が
、
開
か
れ
た
扉
越
し
に
霊

峰
富
士
山
を
遥
拝
し
た
い
、
と
い
う
強
い
願
望

が
大
衆
の
意
識
の
根
底
に
あ

っ
た
こ
と
も
想
像

さ
れ
る
。
こ
の
例
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
富

士
山
を
仰
ぐ
浅
間
信
仰
は
、
広
く
大
衆
に
浸
透

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

江
戸
時
代
末
期
の
ど
昌
士
本
宮
浅
間
社
記
」
に
、

社
上
有
階
、
社
下
有
池
。
姫
神
而
以
水
徳
神

故
也
。
為
是
神
秘
。

と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
。
「社
上
有
階
」
と
は
、

重
層
の
本
殿
形
式
を
示
し
た
も
の
と
解
釈
さ
れ

る
。
次
の
、
「社
下
有
池
」
を
素
直
に
解
釈
す
る

と
、
本
殿
の
ド
に
池
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な

る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
主
祭
神
の
木
花
開
耶

姫
命
が

「姫
神
」
で
、
「水
徳
神
」
改
で
あ
る
と

説
く
。

大
正
Ｍ
（１
９
２
５
）
年
の
修
理
工
事
時
に
作

成
さ
れ
た
平
面
図
や
断
面
図
な
ど
か
ら
、
下
層

中
央
●
間
四
方
の
内
陣
の
真
中
に
、
床
に
伏
せ

ら
れ
た
お
よ
そ

一
間
角
の
構
造
体
が
確
認
さ
れ

る
。
図
面
で
は
、
床
下
に
何
も
描
か
れ
ず
空
白

で
あ
る
が
、
こ
の
屋
根
状
の
構
造
物
の
下
方
に

は
、
井
戸
の
あ
る
こ
と
が
神
社
側
で
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、　
一
旦
事
が
起
こ
れ
ば
、

御
神
体
を
こ
の
井
戸
に
落
し
て
無
事
を
図
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
社
の
下
に
池

が
あ
る
、
と
い
う
記
述
に
は
著
し
く
反
し
な
い

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
厳
密
な
意
味

か
ら
は
、
池
で
は
な
ぐ
井
戸
で
あ
ろ
う
。
お
そ

ら
く
本
殿
の
東
方
、
現
在
の
社
務
所
の
北
側
に

あ
る
、
富
士
山
か
ら
の
湧
水
地
点
に
上
屋
を
置

い
た
、
寛
文
１０

（１
６
７
０
）
年
の
境
内
図
に
い

う
と
こ
ろ
の

「水
屋
明
神
」
と
同
様
に
、
湧
水

の
上
部
に
本
殿
を
建
て
て
、
井
戸
の
形
式
で
本

殿
床
ま
で
達
し
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

明
治
４０
（‐
９
０
７
）
年
、
本
殿
は
、
古
社
寺
保

存
法
に
よ
！！る
「特
別
保
護
建
造
物
」
に
指
定
さ

れ
た
ぃ
こ
の！！！！．時
の
ま
報！！！！！争
示
に
ょ
な
」
、

浅
間
神
社
本
殿
　
浅
間
造
、
桁
行
五
間
、

梁
間
四
間
、
重
層
、
屋
根
稀
葺

と
記
さ
れ
、
「浅
間
造
」
の
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。

指
定
に
先
立

つ
明
治
３３
年
（１
９
０
０
）
１１
月
、

建
築
学
会
に
お
い
て
、
わ
が
国
建
築
史
界
の
泰

斗
で
あ
る
伊
東
忠
太
が

「
日
本
神
社
建
築
の
発

達
」
と
題
す
る
講
話
を
行
な
い
、

最
後
に
最
も
奇
異
な
る
変
態
的
神
社
は
駿
河

大
宮
の
浅
間
神
社
で
あ
け
ま
す
。
（中
略
）
実

に
唯

一
の
重
層
社
殿
の
例
で
あ
り
ま
す
。
こ

れ
を

「浅
間
造
」
と
称
し
て
特
に
珍
重
し
て

い
る
人
も
あ
り
ま
す
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
初
め
て
、
「浅
間
造
」

と
い
う
、
建
築
様
式
を
端
的
に
示
す
新
し
い
用

語
が
出
現
し
た
の
で
あ

っ
た
。
あ
え
て

「
こ
れ

を
浅
間
造
と
称
し
て
特
に
珍
重
し
て
い
る
人
も

あ
り
ま
す
」
と
語

っ
て
い
る
が
、
造
語
し
た
の

は
、
諸
々
の
状
況
か
ら
、
伊
束
忠
太
そ
の
人
だ

っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。



今
回
は
、高昌
士
山
東
回
と
し
て
多
く
の
参
拝
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
ヨ
昌
士
浅
間
神
社
」
と
、

こ
こ
を
起
点
と
す
る
「須
走
回
登
山
道
」
を
紹
介
し
ま
す
。

登
山
道
と
浅
問
神
社

噴
火
を
繰
り
返
す
富
士
山
は
、
平
安
時
代

初
期
ま
で
麓
か
ら
遥
拝
す
る
だ
け
の
対
象
で

し
た
。
平
安
時
代
末
期
に
は
噴
火
の
沈
静
化

と
修
験
道
の
広
ま
り
に
よ
り
、
富
士
山
は
修

行
の
場
と
な
り
、
山
頂
を
目
指
す
人
々
が
あ

ら
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
戦
国
時
代
に
は
修
験

者
だ
け
で
な
く

一
般
の
人
々
の
登
拝
も
始
ま

り
ま
す
。
江
戸
時
代
、
静
岡
県
側
に
は

須

走
回
（東
日
と

「須
山
田
（南
口
ど

「大
宮

・

村
山
口
（表
口
と

の
三
登
山
道
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
登
山
道
に
は
、
そ
の
起
点
と

さ
れ
る
場
所
に
浅
間
神
社
が
祀
ら
れ
、
道
者

（富
士
山

へ
の
登
拝
を
め
ざ
す
人
々
）
は
そ

こ
で
確
を
行
い
、
心
身
を
浄
め
た
状
態
で
山

頂
を
目
指
し
ま
し
た
。

東
日
本
宮
目
士
浅
間
神
社

東
富
士
五
湖
道
路
須
走
Ｉ
Ｃ
北
側
の
小
山

町
須
走
地
区
に
冨
士
浅
間
神
社
が
あ
り
ま
す
。

須
走
地
区
は
、鎌
倉
幕
府
と
甲
斐
（山
梨
県
）を

結
ぶ
「鎌
倉
往
還
」
の
要
衝
に
位
置
し
て
い
ま

し
た
。
社
伝
で
は
延
暦
２．
（８
０
２
）
年
の
噴

火
が
沈
静
化
し
た
お
礼
に
大
同
２
（８
０
７
）

年
、
社
殿
を
造
営
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、
平

成
１９
（２
０
０
７
）
年
に
は
御
鎮
座
千
二
百
年

式
年
大
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
そ
の
一

環
と
し
て
社
殿
の
修
復
工
事
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

須
走
地
区
は
、
戦
国
時
代
、
甲
斐
の
武
田

氏
と
小
田
原
の
北
条
氏
の
争
奪
の
場
と
な
り
、

勝
利
し
た
武
田
勝
頼
が
冨
士
浅
間
神
社
を
保

護
し
た
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
後
期
、
江
戸
を
中
心
に
富
士
講

が
隆
盛
す
る
と
、
江
戸
か
ら
の
道
者
は
甲
州

街
道
を
通
っ
て
山
梨
県
の
吉
田
日
か
ら
登
山

し
て
須
走
口
に
下
山
し
た
り
、
箱
根
の
足
柄

峠
を
越
え
て
須
走
日
か
ら
登
山
し
た
り
し
ま

し
た
。
富
士
講
で
は
登
拝
の
回
数
を
重
ね
た

人
ほ
ど
尊
敬
を
受
け
、
神
社
境
内
に
は
そ
の

回
数
な
ど
を
記
録
し
た
多
く
の
講
の
石
碑
が

立
っ
て
い
ま
す
。

須
走
田
登
山
道

須
走
回
は
冨
士
浅
間
神
社
を
発
し
、
山
中

の
御
室
浅
間
神
社
、
古
御
岳
神
社
を
経
て
八

合
目
で
吉
田
日
と
合
流
し

０
」
の
合
流
点
を

「大
行
合
」
と
言
い
ま
す
）
、
山
頂
の
久
須
志

嶽
に
至
り
ま
す
。

須
走
口
六
合
目
よ
り
至
徳
元

（１
３
８
４
）

年
の
銘
を
持
つ
懸
仏
が
出
土
し
て
お
り
、
室

町
時
代
初
期
に
は
登
山
道
が
開
け
て
い
た
こ

と
が
推
測
で
き
ま
す
。

ま
た
、
戦
国
時
代
に
書
か
れ
た

「妙
法
寺

記
」
の
明
応
９
（１
５
０
０
）
年
６
月
の
項
に
、

道
者
が
関
東
で
の
戦
乱
を
さ
け
、
須
走
口
に

集
ま
っ
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

貞
享
３
（１
６
８
６
）
年
に
作
成
さ
れ
た

「富

士
山
諸
役
所
小
屋
迄
之
書
付
」
で
は
、
登
山

道
の
各
所
に
あ
る
御
堂
や
茶
な
ど
を
売
る
小

屋
、
各
所
で
払
う
役
銭

（賽
銭
及
び
入
山
料

的
な
も
の
）
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
ま
す
。

登
山
道
で
の
役
銭
や
山
頂
部
の
内
院

（噴
火

口
）
へ
の
賽
銭

（散
銭
）
の

一
部
は
、
冨
士
浅

間
神
社
や
須
走
村
が
得
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
須
走
村
に
は
、
浅
問
神
社

の
ほ
か
に
登
山
の
世
話
や
宿
泊
場
所
を
提
供

す
る

「御
師
」
と
呼
ば
れ
る
家
が
十
数
軒
あ

り
ま
し
た
。
日
は
な
く
、
畑
の
少
な
い
須
走

村
の
収
入
の
多
く
は
こ
の
よ
う
な
登
山
関
係

か
ら
得
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。

宝
永
噴
火
と
復
興

須
走
村
で
は
３

ｍ
も
の
噴
砂
が
堆
積
し
た

宝
永
４

（１
７
０
７
）
年
■
月
の
大
噴
火
は
、

浅
間
神
社
の
倒
壊
や
家
屋
の
焼
失

・
埋
没
に

よ
る
被
害
だ
け
で
な
く
、
生
計
を
維
持
す
る

手
段
を
断
た
れ
る
と
い
う
大
問
題
を
引
き
起

こ
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
幕
府

（関
東
郡
代

の
伊
奈
半
左
衛
門
忠
順
）か
ら
合
計
１
８
１
１

両
の
御
救
金
が
与
え
ら
れ
、
翌
年
夏
の
登
山

期
ま
で
に
は
登
山
道
や
村
の
復
興
を
成
し
遂

げ
ま
し
た
。
須
山
口
や
大
宮
・村
山
口
に
比
べ
、

須
走
日
の
復
興
は
最
も
早
い
も
の
で
し
た
。

そ
の
後
、
登
山
者
は
１８
世
紀
末
か
ら
１９
世
紀

初
頭
に
か
け
て

一
つ
の
ピ
ー
ク
を
迎
え

、
須

走

村

の
宿

帳

で
は
寛
政
１２
（１
８
０
０
）

年
の
御
縁
年

（※
）
に
は
約
２
万
４
０
０
０
人

が
須
走
口
を
利
用
し
た
と
し
て
い
ま
す
。

明
治
以
降
は
交
通
の
便
の
関
係
や
富
士
講

の
解
体
な
ど
で
須
走
口
を
利
用
す
る
登
山
者

数
は
必
ず
し
も
多
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

現
在
は
、
ふ
じ
あ
ざ
み
ラ
イ
ン
を
利
用
し
て

標
高
約
２
０
０
０

ｍ
の
新
五
合
目
ま
で
車
で

行
く
こ
と
が
で
き
、
そ
こ
か
ら
約
５
時
間
半

で
山
頂
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
新
五

合
目
か
ら
森
林
限
界

（約
２
８
０
０
ｍ
）
ま
で

の
動
植
物
の
豊
か
さ
、
登
山
道
の
ど
こ
か
ら

で
も
御
来
光
が
望
め
る
こ
と
が
須
走
日
の
特

徴
で
す
。

（※
）
富
士
山
が
孝
安
天
皇
９２
年

（庚
申
の
年
）
に
出
現
し
た

と
い
う
伝
説
に
ち
な
み
、６０
年
に
１
回
の
庚
申
年
は

「御

縁
年
」
と
し
て
多
く
の
登
山
者
が
富
士
山
を
目
ざ
し
ま

し
た
。
登
山
道
の
途
中
ま
で
し
か
許
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
女
人
登
山
も
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

ふじあざみラインより見た富士出
(小山B」教台委員会提供)

富士浅間神社

富士講の一つ「山三元講」の記念碑群

◎お詫び

本年3月に発行した富士山ガイドブツク「富士山を知る旅へJ63～65ページの地図において、「須走日」と「須山口」の登山道が同一の道であるかのような誤った表現がありました。
また、「吉田口Jと「須走日」との合流点である「大行合Jが記載されていませんでした。ここにお詫び申し上げます。



今
年
は
、
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
向
け
て
推
薦
書
原
案
を
作
成
す
る

重
要
な
年
で
す
。

今
年
度
実
施
す
る
事
業
の
う
ち
、主
な
も
の
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◆
推
薦
書
原
案
の
作
成
　
　
　
　
◆
構
成
資
産
の
文
化
財
指
定

平
成
１８
年
度
か
ら
３
年
に
わ
た
り
検
　
　
　
『
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
条
約
履
行
の

討
し
て
き
た
富
士
山
の
文
化
的
価
値
が
、
　

　

た
め
の
作
業
指
針
』
は
世
界
遺
産
登
録
推

い
よ
い
よ
推
薦
書
原
案
と
し
て
結
実
し
　
　
薦
資
産
に
つ
い
て
、
国
内
で
万
全
の
保
護

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

推
薦
書
は
、
登
録
推
薦
資
産
の
価
値
や

範
囲
、
そ
の
保
全
措
置
な
ど
を
記
述
し
た

も
の
で
、
日
本
政
府
か
ら
ユ
ネ
ス
コ
（国

際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
）
世
界
遺
産

委
員
会
に
提
出
さ
れ
ま
す
。
推
薦
書
は

世
界
遺
産
登
録
の
可
否
を
判
断
す
る
上

で
非
常
に
重
要
な
資
料
で
あ
り
、
そ
の

原
案
を
静
岡
一
山
梨
両
県
で
作
成
し
ま
す
。

今
年
度
中
に
推
薦
書
原
案
検
討
会
議

を
４
回
開
催
し
て
原
案
を
完
成
さ
せ
、

平
成
２２
年
７
月
ま
で
に
文
化
庁

へ
提
出

す
る
予
定
で
す
。
そ
の
後
、
イ
コ
モ
ス
（国

際
記
念
物
遺
跡
会
議
）
の
調
査
を
経
て
、

最
短
で
平
成
２４
年
の
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺

産
委
員
会
で
審
議
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
文
化
庁
は
日
本
の
登
録
推

薦
資
産
の
構
成
資
産
に
つ
い
て
２
つ
の

条
件
を
定
め
て
い
ま
す
。
１
つ
は
文
化

財
保
護
法
に
基
づ
く
国
指
定
文
化
財
で

あ
る
こ
と
。
も
う
１
つ
は
文
化
財
と
し

て
の
保
護
、
管
理
方
針
を
示
し
た
保
存

管
理
計
画
を
策
定
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

富
士
山
の
構
成
資
産
候
補
に
は
、
ま

だ
こ
の
条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
も
の

が
あ
る
た
め
、
今
年
度
中
に
必
要
な
準

備
を
行
い
ま
す
。

《平成2]年 度》
◎推薦書原案検討会議
○国際専門家会議
○国際フォーラム
◎推薦書原案検討会議
◎推薦書原案検討会議
◎推薦書原案検討会議
●文化財指定意見臭申替
を文化庁に提出

Ittr輩覇厨発摯___
イコモス(COMOS)現 地調査
▼

ユネスコ世界遺産委員会で審議
(UNESCO)

フ月

9月

10月

1 1月

12月

1月

◆
国
際
専
門
家
会
議
・

国
際
フ
オ
ー
ラ
ム
の
開
催

昨
年
に
引
き
続
き
、
９
月
に
海
外
の
専

門
家
を
招
き
、
国
際
専
門
家
会
議
、
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
山
梨
県
内
で
開
催
し
ま
す
。

専
門
家
会
議
は
、
国
内
の
専
門
家
も
交

え
、
富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
に

向
け
て
実
務
的
な
議
論
を
行
い
ま
す

（非

公
開
）
。　
一
方
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
県
民
の

皆
さ
ん
に
富
士
山
の
文
化
的
価
値
や
世

界
遺
産
に
関
す
る
知
識
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
海
外
専
門
家
に
よ
る
基

調
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ツ
シ
ョ
ン

を
実
施
し
ま
す
。
世
界
遺
産
の
分
野
で

は
世
界
的
に
有
名
な
専
門
家
の
話
を
直

接
聞
く
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
す
。

皆
さ
ん
も
是
非
、
御
参
加
く
だ
さ
い
。

構蔵資産候補:宮士山本宮奥宮

昨年の会議の様子

空
港
と
と
も
に
テ
イ
ク
オ
フ
！

～
習
田士
山
回
廊
』
の
紹
介
～

６
月
４
日
に
開
港
し
た

『
富
士
山

静
岡
空
港
』
。
皆
さ
ん
は
も
う
利
用
さ

れ
ま
し
た
か
？
新
し
い
静
岡
の
玄
関

口
に
世
界
遺
産
の
Ｐ
Ｒ
ス
ペ
ー
ス
、

『富
士
山
回
廊
』
を
設
置
し
ま
し
た
。

出
発
ロ
ビ
ー
の
あ
る
２
階
に
、
富
士
山

の
文
化
的
価
値
を
紹
介
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ

の
上
映
や
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
架

し
た
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
世
界
文
化

遺
産
登
録

へ
の
取
組
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

空
港
を
御
利
用
い
た
だ
く
お
客
様

に
、
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
登
録
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
！

富士山回廊

お 、
助 理馳 た簿 っ %鯛 い 抗

※「世界減産用語解説」はお休みします。


